
 

 

美里町文化会館条例の一部を改正する条例 新旧対照表（案） 

現行 改正案 備考 

（設置） （設置）  

第１条 地域社会の文化の向上及び町民の福祉の増進を図るため、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条第１項の規定に基

づき、美里町文化会館（以下「文化会館」という。）を設置する。 

第１条 地域社会の文化の向上及び町民の福祉の増進を図るため、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２４４条第１項の規定に基

づき、美里町文化会館（以下「文化会館」という。）を設置する。 

 

（名称及び位置） （名称及び位置）  

第２条 文化会館の名称及び位置は、次のとおりとする。 第２条 文化会館の名称及び位置は、次のとおりとする。  

名称 位置 
美里町文化会館 宮城県遠田郡美里町北浦字駒米１３番地 

 

名称 位置 
美里町文化会館 宮城県遠田郡美里町北浦字駒米１３番地 

 

 

第３条 削除 第３条 削除  

（職員） （職員）  

第４条 文化会館に館長その他必要な職員を置く。ただし、第１５条

の規定により管理を行う場合は、この限りでない。 
第４条 文化会館に館長その他必要な職員を置く。ただし、第１５条

の規定により管理を行う場合は、この限りでない。 
 

（休館日及び使用時間） （休館日及び使用時間）  

第５条 文化会館の休館日は、次のとおりとする。 第５条 文化会館の休館日は、次のとおりとする。  

（１）毎週月曜日 （１）月曜日（月曜日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律

第１７８号）に規定する国民の祝日（以下「祝日」という。）

に当たるときは、翌日以後においてその日に最も近い祝日でな

い日） 

号改める 

（２）１月１日から１月３日まで及び１２月２９日から１２月３１

日までとする。 
（２）１２月２９日から翌年１月３日まで 号改める 

２ 文化会館の使用時間は、午前９時から午後９時までとする。 ２ 文化会館の使用時間は、午前９時から午後９時までとする。  



 

 

３ 町長は、必要があると認めるときは、前２項にかかわらず臨時に

これを変更することができる。 
３ 町長は、必要があると認めるときは、前２項の規定にかかわらず

これを変更することができる。 
字句改める 
字句削る 

（使用許可） （使用許可）  

第６条 文化会館を使用しようとする者（以下「使用者」という。）

は、所定の申請書を町長に提出し、その許可を受けなければならな

い。許可を受けた事項を変更しようとする場合も、また同様とする。 

第６条 文化会館を使用しようとする者は、所定の申請書を町長に提

出し、その許可を受けなければならない。許可を受けた事項を変更

しようとする場合も、また同様とする。 

字句削る 
 
 

 ２ 町長は、次の各号のいずれかに該当するときは、使用を許可しな

いことができる。使用の変更についても、また同様とする。 
（１）公の秩序又は善良の風俗に反するおそれがあると認めるとき。 
（２）施設又は設備を損傷するおそれがあると認めるとき。 
（３）文化会館の設置目的に反し、又は管理上不適当と認めるとき。 
（４）災害その他の事故により文化会館が使用できないとき。 
（５）工事その他の都合により町長が特に必要と認めるとき。 

項加える 

 （使用者の遵守事項）  

 第７条 文化会館を使用する者（以下「使用者」という。）は、次に

掲げる事項を遵守しなければならない。ただし、あらかじめ町長の

承認を受けた場合は、この限りでない。 

条加える 

 （１）使用する権利を他の者に譲渡し、担保に供し、又は転貸しな

いこと。 
 

 （２）施設又は設備の原状を変更しないこと。  

 （３）使用目的以外に使用しないこと。  

 （４）前３号に掲げるもののほか、町長が定めること。  

（使用の制限取消し等） （使用許可の取消し等） 見出し改める 

第７条 町長は、次のいずれかに該当する場合は、許可した事項を変

更し、又は許可を取り消し、若しくは使用の中止を命ずることがで

第８条 町長は、次の各号のいずれかに該当するときは、許可した事

項を変更し、又は許可を取り消し、若しくは使用の中止を命ずるこ

条繰り下げる 
字句改める 



 

 

きる。 とができる。 

（１）使用者が許可を受けた使用の目的に違反したとき。 （１）第６条第２項各号のいずれかに該当するに至ったとき。 号改める 

（２）使用者がこの条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。 （２）前条の規定に違反したとき 号改める 

（３）使用者が許可の申請書に偽りの記載をし、又は不正の手段に

よって許可を受けたとき。 
（３）使用許可の申請に偽りの記載があったとき。 号改める 

（４）天災地変その他避けることができない理由により必要がある

と認められるとき。 
（４）使用許可の条件又は町長の指示に違反したとき。 号改める 

（５）公益上必要があると認められるとき。   

（６）前各号に掲げる場合のほか、文化会館の管理上特に必要と認

められるとき。 
  

２ 前項の規定により許可した事項を変更し、又は許可を取り消し、

若しくは使用の中止を命じた場合において使用者に損害が生じて

も、賠償の責めを負わない。 

２ 前項の規定により許可した事項を変更し、又は許可を取り消し、

若しくは使用の中止を命じた場合において使用者に損害が生じて

も、町長は賠償の責めを負わない。 

 
 
字句加える 

（使用権の譲渡等の禁止）   

第８条 使用者は、使用の権利を他人に譲渡し、又は転貸してはなら

ない。 
 条削る 

（使用料） （使用料）  

第９条 使用の許可を受けた者は、別表に掲げる使用料を納付しなけ

ればならない。 
第９条 使用者は、別表に掲げる使用料を納付しなければならない。 字句改める 

２ 別表中各室使用料は前納とし、設備器具等使用料は、使用後速や

かに納付しなければならない。ただし、町長が後納を認める場合は、

この限りでない。 

２ 別表中各室使用料は前納とし、設備器具等使用料は、使用後速や

かに納付しなければならない。 
 
ただし書削る 

（使用料の減免） （使用料の減免）  

第１０条 町長は、特別の事由があると認めたときは、使用料を減額

し、又は免除することができる。 
第１０条 町長は、文化会館の使用が次の各号のいずれかに該当する

ときは、使用料を減額し、又は免除することができる。ただし、附

条改める 



 

 

帯設備等の使用料は除く。 

 （１）町が主催するとき。  

 （２）町内の保育所等、幼稚園、小学校又は中学校が教育目的で使

用するとき。 
 

 （３）町が共催するとき。  

 （４）町以外の官公署が行政目的で使用するとき。  

 （５）指定管理者又は管理運営団体が当該施設を行政目的で使用す

るとき。 
 

 （６）前各号に掲げるもののほか、町長が必要と認めるとき。  

（使用料の返還） （使用料の返還）  

第１１条 既に納入された使用料は、返還しない。ただし、使用者の

責めに帰さない理由により使用できないときは、使用料を返還する

ことができる。 

第１１条 既に納入された使用料は、返還しない。ただし、次の各号

のいずれかに該当するときは、その全部又は一部を返還することが

できる。 

条改める 

 （１）使用者が自己の責めによらない事由で使用できなくなったと

き。 
 

 （２）使用者が使用開始２月前（大ホール以外にあっては１０日前）

までに使用の中止を申し出たとき。 
 

 （３）その他町長が特に事情があると認めるとき。  

（原状回復の義務） （原状回復の義務）  

第１２条 使用者は、その使用が終わったとき、又は第７条第１項の

規定により許可を取り消され、若しくは使用の中止を命ぜられたと

きは、その使用した施設又は設備を速やかに原状に回復しなければ

ならない。ただし、町長の承認を得たときはこの限りでない。 

第１２条 使用者は、文化会館の使用を終了したとき、又は第８条第

１項の規定により使用許可の取消し等を受けたときは、備品等を整

理の上、原状に回復し、引き渡さなければならない。 

条改める 

（損傷の届出） （損傷の届出等）  



 

 

第１３条 使用者が故意又は過失により文化会館の施設若しくは設備

等を損傷し、又は亡失させたときは、直ちにその旨を館長に届け出

なければならない。 

第１３条 使用者が故意又は過失により文化会館の施設若しくは設備

等を損傷し、又は亡失したときは、直ちにその旨を町長に届け出な

ければならない。 

 
字句改める 

２ 館長は、前項の損傷又は亡失が使用者の故意又は過失によるもの

と認めたときは、これを原状に回復させ、又はその損害を賠償させ

るものとする。 

２ 使用者は、故意又は過失により、施設若しくは設備等を損傷し、

又は亡失したときは、その損害を賠償しなければならない。ただし、

町長が特別の事情があると認めるときは、その賠償の額を減額する

ことができる。 

項改める 

（運営審議会） （管理上の指示）  

第１４条 文化会館に美里町文化会館運営審議会（以下「審議会」と

いう。）を置くことができる。 
２ 審議会は、町長の諮問に応じ、文化会館の運営に関する事項につ

いて調査及び審議する。 
３ 審議会の組織及び運営については、規則で定める。 

第１４条 町長は、施設等の管理上必要があると認めるときは、その

職員に使用を許可した施設に立ち入り、必要な指示をさせることが

できる。 

条改める 

（指定管理者による管理） （指定管理者による管理）  

第１５条 町長は、文化会館の管理運営上必要があると認められると

きは、指定管理者（地方自治法第２４４条の２第３項に規定する指

定管理者をいう。以下同じ。）に文化会館の管理を行わせることが

できる。 

第１５条 町長は、文化会館の管理運営上必要があると認められると

きは、指定管理者（地方自治法第２４４条の２第３項に規定する指

定管理者をいう。以下同じ。）に文化会館の管理を行わせることが

できる。 

 

（指定管理者が行う業務等） （指定管理者が行う業務等）  

第１６条 前条の規定により指定管理者に管理を行わせる場合の当該

指定管理者が行う業務は、次に掲げる業務とする。 
第１６条 前条の規定により指定管理者に管理を行わせる場合の当該

指定管理者が行う業務は、次に掲げる業務とする。 
 

（１） 文化会館の利用に関する業務 （１） 文化会館の使用に関する業務 字句改める 

（２） 文化会館が主催する公演事業 （２） 文化会館が主催する事業に関する業務 字句改める 

（３） 文化会館の施設及び設備の日常的な維持管理に関する業務 （３） 文化会館の施設及び設備の日常的な維持管理に関する業務  

（４） 前３号に掲げるもののほか、設置の目的を達成するために （４） 前３号に掲げるもののほか、設置の目的を達成するために  



 

 

必要な事業に関すること 必要な事業に関する業務 

２ 前条の規定により指定管理者に管理を行わせる場合において、第

５条から第７条、第９条及び第１２条中「町長」とあるのは「指定

管理者」と読み替えるものとする。 

２ 前条の規定により指定管理者に管理を行わせる場合において第５

条第３項、第６条、第８条、第９条第２項、第１３条第１項及び第

１４条中「町長」とあるのは「指定管理者」と読み替えるものとす

る。 

字句改める 

（利用料金） （利用料金）  

第１７条 町長は、適当と認めるときは、指定管理者に第９条の規定

による使用料（以下この条において「利用料金」という。）を当該

指定管理者の収入として収受させることができる。 

第１７条 町長は、適当と認めるときは、指定管理者に第９条第１項

の規定による使用料（以下この条において「利用料金」という。）

を当該指定管理者の収入として収受させることができる。 

字句改める 

２ 前項の規定により利用料金を指定管理者の収入として収受させる

場合において、利用者は当該指定管理者に利用料金を支払わなけれ

ばならない。 

２ 前項の規定により利用料金を指定管理者の収入として収受させる

場合において、利用者は当該指定管理者に利用料金を支払わなけれ

ばならない。 

 

３ 利用料金は、別表に定める額を上限として、指定管理者が定める。

この場合において、指定管理者は、あらかじめ当該利用料金の額に

ついて、町長の承認を受けなければならない。利用料金の額を変更

する場合においても同様とする。 

３ 利用料金は、別表に定める額を上限として、指定管理者が定める。

この場合において、指定管理者は、あらかじめ当該利用料金の額に

ついて、町長の承認を受けなければならない。利用料金の額を変更

する場合においても同様とする。 

 

４ 指定管理者が既に収受した利用料金は、返還しない。ただし、指

定管理者は、あらかじめ町長の承認を得た基準に従い、その全部又

は一部を返還することができる。 

４ 指定管理者が既に収受した利用料金は、返還しない。ただし、指

定管理者は、規則で定める場合は、その全部又は一部を返還するこ

とができる。 

項改める 

５ 指定管理者は、あらかじめ町長の承認を得た基準に従い、利用料

金の全部又は一部を免除することができる。 
５ 指定管理者は、規則で定める場合は、利用料金の全部又は一部を

免除することができる。 
字句改める 
 

 ６ 前項の規定により利用料金の全部又は一部を免除した場合の経費

は、指定管理者の負担とする。 
項加える 

（指定管理者が行う管理の基準） （指定管理者が行う管理の基準）  

第１８条 第１５条の規定により指定管理者に管理を行わせる場合に 第１８条 第１５条の規定により指定管理者に管理を行わせる場合に  



 

 

おいて当該指定管理者は、美里町公の施設の指定管理者の指定の手

続等に関する条例（平成１８年美里町条例第６６号）に定めるもの

のほか、この条例及びこの条例に基づく規則の定めるところに従い、

適正に文化会館の管理を行わなければならない。 

おいて当該指定管理者は、美里町公の施設の指定管理者の指定の手

続等に関する条例（平成１８年美里町条例第６６号）に定めるもの

のほか、この条例及びこれに基づく規則の定めるところに従い、文

化会館の管理を行わなければならない。 

 
 
字句改める 
字句削る 

（委任） （委任）  

第１９条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要

な事項は、規則で定める。 
第１９条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要

な事項は、規則で定める。 
 

 附 則  

別表（第９条関係） 別表（第９条関係）  

（１）各室使用料 （１）各室使用料  

施設名 区分 午前９時から午後５時

まで 
（１時間当たりの額） 

午後５時から午後９時

まで 
（１時間当たりの額） 

大ホール 平日 ２，７００円 ４，３２０円

土曜日 
日曜日 
祝日 

３，７８０円 ５，４００円

練習室 第１練習室 ２７０円 ２７０円

第２練習室 ２７０円 ２７０円

楽屋 第１楽屋 ２７０円 ２７０円

第２楽屋 ２７０円 ２７０円

第３楽屋 ２７０円 ２７０円
 

施設名 区分 単位 午前９時から午

後５時まで 
 

午後５時から午後

９時まで 
 

大ホール 平日 １時間 ２，７００円 ４，３２０円

土曜日 
日曜日 
祝日 

１時間 ３，７８０円 ５，４００円

練習室 第１練習室 １時間 ２７０円 ２７０円

第２練習室 １時間 ２７０円 ２７０円

楽屋 第１楽屋 １時間 ２７０円 ２７０円

第２楽屋 １時間 ２７０円 ２７０円

第３楽屋 １時間 ２７０円 ２７０円
 

表改める 

（２）設備器具等使用料 （２）設備器具等使用料  

区分 使用料（１点、１時間当たりの額）

照明設備器具 ８１０円

区分 使用料（１時間当たりの額） 
照明設備器具 １点につき８１０円以内で規則で定める額 

表改める 



 

 

音響設備器具 ５４０円

舞台設備器具 １，０８０円

その他の設備器具 ６７０円

冷暖房料 ８，６４０円

清掃料 １回につき １４，０４０円
 

音響設備器具 １点につき５４０円以内で規則で定める額 
舞台設備器具 １点につき１，０８０円以内で規則で定める額 
その他の設備器具 １点につき６７０円以内で規則で定める額 
冷暖房料 １時間につき８，６４０円以内で規則で定める額 
清掃料 １回につき１４，０４０円以内で規則で定める額 

 

備考 備考  

１ 使用料の算定の際、使用時間に１時間未満の端数があるとき

は、これを１時間として算定する。 
１ 使用料の算定の際、使用時間に１時間未満の端数があるとき

は、これを１時間として算定する。 
 

２ 入場料を徴収し、又はこれに類する入場券等を発行して大ホ

ールを利用する場合の使用料は、大ホール使用料に次の割増料

を加えた額とする。 
（１）入場料の額が３０１円から５００円まで ２０パーセン

    ト 
（２）入場料の額が５０１円から１，０００円まで ５０パー

セント 
（３）入場料の額が１，００１円から３，０００円まで １０

０パーセント 
（４） 入場料の額が３，００１円以上は１５０パーセント 

２ 入場料を徴収し、又はこれに類する入場券等を発行して大ホ

ールを利用する場合の使用料は、大ホール使用料に次表の左欄

に掲げる入場料の額に応じて同表の右欄に掲げる率を乗じた額

とする。 
入場料の額 率 

３００円を超え５００円以下 １．２ 

５００円を超え１,０００円以下 １．５ 
１,０００円を超え３,０００円以下 ２．０ 
３,０００円を超える額 ２．５ 

 

項改める 
 

３ 準備及び練習のためステージを利用する場合の使用料は、そ

の該当する区分の大ホール使用料及び清掃料の５０パーセント

の額とする。ただし、営利を目的としない文化団体等が大ホー

ルを利用し公演を行う場合は、１回に限りステージでの練習を

認め、その場合の使用料は、２，７００円とする。 

３ 事業開催日以外で準備及び練習のためステージを利用する場

合の使用料は、その該当する区分の大ホール使用料及び清掃料

の５０パーセントの額とする。 

字句加える 
 
ただし書削る 

４ 毎週定期的に練習室を利用する文化団体等の使用料は、この

表に定める使用料の２分の１の額とする。 
４ 定期的に練習室を利用する文化団体等の使用料は、この表に

定める使用料の２分の１の額とする。 
字句削る 



 

 

５ 表（２）設備器具等使用料の各設備器具の使用料の算定の際

の使用時間は、各室使用料の算定の使用時間とする。 
５ 表（２）設備器具等使用料の各設備器具の使用料の算定の際

の使用時間は、各室使用料の算定の使用時間とする。 
 

６ 使用料を算定する場合において、確定金額に１０円未満の端

数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。 
６ 使用料を算定する場合において、確定金額に１０円未満の端

数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。 
 

７ 上記金額には、消費税法（昭和６３年法律第１０８号）第２

９条の規定による税率を乗じて得た消費税に相当する額及び当

該消費税に相当する額に地方税法（昭和２５年法律第２２６号）

第７２条の８３の規定による税率を乗じて得た地方消費税に相

当する額を含む。 

７ 上記金額には、消費税法（昭和６３年法律第１０８号）第２

９条の規定による税率を乗じて得た消費税に相当する額及び当

該消費税に相当する額に地方税法（昭和２５年法律第２２６号）

第７２条の８３の規定による税率を乗じて得た地方消費税に相

当する額を含む。 

 

 


